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1. レポート概要

本レポートでは、30代男性に人気のマンガUGC（User Generated Content）について分析します。近年、消費者が単なる受け手

ではなく、コンテンツの生成者としての役割を持つようになり、マンガ業界においてもUGCの重要性が高まっています。

特に30代男性は、自身の子供時代に親しんだ漫画作品に対する愛着が強く、SNSなどのプラットフォームを通じて二次創作や感

想共有などの形でUGCを積極的に生み出しています。また、デジタル技術の発展により、専門的な知識がなくても漫画を創作で

きる環境が整い、UGC漫画の質と量が向上しています。

本レポートのポイント

マンガUGCの定義と最新動向

30代男性がUGCとして生成・消費している漫画コンテンツの特徴

主要なUGCプラットフォームの比較

成功している漫画UGC事例の分析

2. マンガUGCの定義と背景

UGCとは

UGCとは「User Generated Content（ユーザー生成コンテンツ）」の略で、企業ではなく一般ユーザーが自主的に制作・発信す

るコンテンツを指します。SNSやブログ、ウェブサイト上での個人の感想や意見、クリエイティブな表現などがこれに該当しま

す。

特徴

ユーザー自身が主体となって作成

商業目的ではなく趣味や表現活動として発信

SNSなどのプラットフォームを利用

オリジナル作品または既存作品の二次創作

UGC台頭の背景

SNSの普及による表現の場の増加

デジタルツールの発展による創作の敷居の低下

コンテンツ消費から生成への意識変化

ロングテール市場への関心拡大

マンガUGCの定義

マンガUGCとは、一般ユーザーが創作・発信する漫画形式のコンテンツを指します。これには以下のようなものが含まれます：

オリジナル漫画作品

投稿サイトやSNSで公開される独自の漫画作品

二次創作漫画

既存の漫画・アニメ作品を題材にした派生作品

漫画風イラスト

漫画的表現を用いた一コマや数コマのイラスト

ファンアート

好きな作品のキャラクターなどを描いた作品

注目ポイント： 30代男性の場合、自分が10代〜20代の頃に親しんだ漫画作品に対する二次創作や感想の共有が特に活発に

行われています。これは懐かしさや思い出への愛着が創作意欲を刺激している可能性が考えられます。

3. 30代男性に人気の漫画

30代男性が親しみ、UGCの題材として取り上げることが多い漫画作品には、以下のような特徴があります。子供時代から青年期

に読んだ作品が中心となり、現在の生活や価値観に通じるテーマを持つ作品が特に支持されています。

特に人気の高いジャンル・作品

働く男のエール系

仕事や人生の挑戦をテーマにした作品

宇宙兄弟 - 夢を追う兄弟の物語
ブルージャイアント - 音楽への情熱
働きマン - 仕事に生きる女性の姿

青春・スポーツ系

努力と成長をテーマにした作品

スラムダンク - バスケットの青春
リアル - 車椅子バスケと人生
はじめの一歩 - ボクシングの成長物語

思考・心理系

人間の内面や心理戦をテーマにした作品

三月のライオン - 将棋と人間関係
デスノート - 心理戦と正義
トリリオンゲーム - ビジネスの駆け引
き

30代男性の思い入れが強い「懐かしの作品」

作品名 連載時期 特徴 UGC傾向

ドラゴンボール
1984-1995

年

成長と超越をテーマにした王道バトル

漫画

キャラクターのパロディや二次創作が

多い

ONE PIECE 1997年- 夢と冒険をテーマにした長寿人気作
キャラクターイラストや考察系UGCが

人気

NARUTO
1999-2014

年
忍者の世界観と友情・努力・勝利

忍術やキャラクターの二次創作が目立

つ

遊☆戯☆王
1996-2004

年
カードゲームを軸にした戦略バトル

オリジナルカードのアイデア投稿が特

徴的

HUNTER×HUNTER 1998年- 複雑な能力バトルと深い世界観 念能力の考察や独自設定の共有が多い

UGC活用のポイント

30代男性向けのマンガUGCでは、彼らが青少年期に親しんだ作品を活用することで、ノスタルジーを刺激し共感を得やすくなります。ただ
し、単なる懐古ではなく、大人になった現在の視点や価値観を反映させることで、より深い共感を生み出すことが可能です。

4. 人気のUGCプラットフォーム

30代男性が漫画UGCを閲覧・投稿するプラットフォームは多岐にわたります。それぞれ特徴が異なり、用途に応じて使い分けら

れています。以下に主要なプラットフォームとその特徴を紹介します。

創作投稿系プラットフォーム

 pixiv

イラスト・マンガに特化した創作プラットフォーム。30代男性ク
リエイターも多く、オリジナル作品から二次創作まで幅広いコン

テンツが投稿されています。

月間アクティブユーザー 7,700万人以上

 note

文章メインですが、マンガの感想や考察、短編漫画の投稿も可

能。30代男性は特に漫画の深い考察記事や解説記事の執筆・閲覧
で利用しています。

 FANBOX

pixivの有料サブスクリプションサービス。オリジナル漫画の連載
や二次創作の限定コンテンツを公開するクリエイターが増加中。

30代男性は支援者として参加する傾向があります。

SNS/コミュニティ系プラットフォーム

 Twitter

短編漫画や漫画の感想共有、考察などが活発。ハッシュタグを用

いたコミュニティ形成も盛ん。30代男性はリアルタイムの情報交
換や議論の場として活用。

利用率が高い年代は30代で45.7%

 Instagram

ビジュアル重視のSNS。一コマ漫画や短編漫画、漫画イラストの
投稿が中心。30代男性クリエイターはプロフェッショナルな作品
を発表する傾向があります。

 ファンコミュニティサイト

特定の漫画作品のファンが集まるコミュニティサイト。二次創作

の共有や作品についての議論が活発。30代男性は特に深い考察を
投稿する傾向があります。

漫画創作支援プラットフォーム

プラットフォー

ム名
特徴 30代男性の利用傾向 主な機能

触漫
若者向けUGC漫画コミュニティ。漫画制作

を簡易化するツールを提供。

子供向け漫画の創作や子供

との共同創作に利用

簡易漫画作成、コミ

ュニティ共有

CLIP STUDIO

PAINT

プロ仕様の漫画制作ソフト。アセット共有

プラットフォームも提供。

本格的な漫画創作、二次創

作に利用

プロ級漫画制作、ア

セット共有

DETEKURU
企業とUGCクリエイターのマッチングプラ

ットフォーム

副業・趣味としての漫画創

作の収益化

クリエイターマッチ

ング、案件獲得

30代男性のプラットフォーム利用傾向

調査によると、30代男性は複数のプラットフォームを使い分ける傾向があります。pixivやTwitterでは受動的に作品を楽しみ、noteやFANBOX
では深い考察や議論を行い、CLIP STUDIOなどの専門ツールを使って自ら創作活動を行うという多層的な関わり方をしていることが特徴的で
す。また、電子書籍では「Kindle」や「コミックシーモア」の利用率が高く、漫画の正規版と二次創作の両方を楽しんでいます。

5. 漫画UGCの人気事例

30代男性の間で共感を呼んだ漫画UGCの事例を紹介します。これらは単なる二次創作にとどまらず、オリジナルの解釈や価値観

を加えることで新たな価値を生み出しています。

企業×UGC成功事例

Twitter×マンガ・イラストキャンペーン

企業がTwitter上で特定のハッシュタグを用いて、ユーザーに二次
創作漫画やイラストの投稿を促すキャンペーン。30代男性の参加
率が特に高く、質の高い作品が多数投稿された。

成功要因

懐かしの作品を題材に選定

企業側からの明確なテーマ設定

優秀作品への適切な報酬

公式アカウントによる積極的な反応

UGC創出マンガパッケージ

ホットリンクとコルクの共同企画。複数のマンガ家を同時に起用

してコンテンツを制作し、SNSでのUGC創出を促進するサービ
ス。30代男性をターゲットにした企業の採用事例が増加中。

効果

SNS上での自然な拡散
ターゲット層からの高いエンゲージメント

ユーザーによる二次創作の連鎖

企業イメージの親近感向上

個人クリエイター成功事例

サラリーマン漫画クリエイター

30代男性サラリーマンがTwitterで投稿した「会社あるある」をテ
ーマにした4コマ漫画。共感を呼び、書籍化も実現。同世代の会
社員からの反応が特に大きく、SNS上での議論も活発に行われ
た。

成功要因

同世代の共感を呼ぶテーマ設定

シンプルで伝わりやすい絵柄

定期的な投稿による信頼性確立

コメントへの丁寧な返信

名作漫画の現代解釈

30代男性クリエイターが90年代の人気漫画キャラクターを現代社
会に置き換えた二次創作漫画。pixivで人気を博し、同世代からの
高い支持を獲得。FANBOXでの有料連載に発展。

効果

ノスタルジーと現代性の融合

原作ファンからの高い評価

有料サポーターへの転換率向上

同様の二次創作活動の活性化

マンガUGC活用のポイント

共感性の確保

30代男性が共感できるテーマや状況設定
が重要。仕事、家庭、趣味などの日常的

な悩みや喜びを描くことで親近感を生み

出します。

ノスタルジーの活用

30代男性が青年期に親しんだ作品やキャ
ラクターを活用することで、懐かしさと

新しさを融合させた独自の価値を提供で

きます。

コミュニティ形成

単なるコンテンツ提供ではなく、議論や

二次創作を促す仕組みを作ることで、持

続的なエンゲージメントを生み出すこと

が可能です。

注目ポイント： 30代男性向けの漫画UGCでは、単なる懐古趣味に訴えるだけでなく、彼らの現在の悩みや価値観に寄り添

い、過去の作品や体験と結びつけることで、より深い共感を得ることができます。特に、仕事や家庭といった現実的テーマ

と、彼らが親しんだ漫画作品のテーマを融合させる手法が効果的です。

6. 今後の展望

漫画UGCの市場は今後も拡大が見込まれており、特に30代男性ターゲットにおいては以下のような動向が予測されます。

今後のトレンド予測


AIによる漫画創作支援の普及

AIイラスト生成技術の発展により、専門知識がなくても漫画創
作が可能に。30代男性の趣味としての漫画創作参入障壁が下が
ります。


コミュニティ型創作の活性化

個人の創作から複数人での協働制作へ。特に同世代の共通体験

を持つ30代男性同士の共同創作プロジェクトが増加すると予測
されます。


UGC漫画の収益化モデルの多様化

サブスクリプションやクラウドファンディングによる直接支援

モデルが普及。30代男性の安定した収入を背景にした支援活動
が活発化します。


国際的なUGC漫画コミュニティの形成

翻訳技術の発展により、言語の壁を超えた国際的なUGC漫画の
共有が加速。30代男性の海外漫画への興味関心も高まると予測
されます。

企業の活用ポイント

30代男性向け漫画UGC活用戦略

1
ノスタルジーマーケティングの活用

30代男性が親しんだ漫画やキャラクターを現代的文脈で再解釈した
UGCキャンペーンを展開

2
UGCクリエイターとの協業
人気のある30代男性UGCクリエイターとのコラボレーションでオー
センティックなコンテンツを創出

3
参加型キャンペーンの実施

ユーザーが漫画形式でストーリーを作り上げていく参加型キャンペ

ーンの実施

4
UGCプラットフォームとの提携
pixivやTwitterなど30代男性の利用が多いUGCプラットフォームと提
携したキャンペーンの展開

成功のための3つの要素

真正性: 30代男性の価値観や経験に基づいた誠実なアプロー
チ

共感性: 同世代の共通経験や悩みに寄り添った内容

参加感: 受動的消費ではなく創造的参加を促す仕組み

総括: 30代男性向け漫画UGCの可能性

30代男性は、デジタル技術に親しみつつも、アナログ文化も体験した世代として、漫画UGCにおいて独自の位置を占めて

います。彼らはコンテンツの消費者としてだけでなく、生産者・支援者としての役割も果たしており、市場に与える影響

力は大きくなっています。

今後は、技術の進化により創作の敷居がさらに下がり、より多くの30代男性が漫画UGCに参加することが予測されます。

同時に、彼らの経済力や社会的立場を背景に、クリエイターとしてだけでなく、パトロンとしての役割も強まるでしょ

う。

企業や団体は、30代男性の持つノスタルジーと現代的視点の両面を理解し、彼らにリーチする戦略を構築することで、漫

画UGCを通じた効果的なコミュニケーションを実現できるでしょう。
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